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先日はきれいなカー ドとお手紙 をいただきあ りが とうございました｡和白の方に引越
された由,帰 りましたら何かとお世話になる機会 もふえることと思いますがよろしくお
顎いします ｡
当教室は,ご存知の Kadanof .がいることもあって,いろいろな人の話 を耳学問して
お ります｡特に最近,川崎 さんや小林さんにも興味深いと思われ る話を聞きましたので,
今日はそれ をお知らせ しましょう｡といって も,門前の小僧の耳を通 しての事ゆえ,ま
ちがいはお許 し下さい｡
(1) R.Birgeneau(M.Ⅰ.T.)｢液晶の semectic-nematic転移の臨界現象｣
光散乱 とX･ray回折の精密測定か ら, criticalphenomenaをしらべた｡N-S側で
は, ｢ clusterが縦 ･横ともに同 じEで scaleされて, critical になる｣ことを確か
めた｡ (従来のデータは,こうはならなかったとのこと )面白いのはS-Nです｡素
励起が層内では fluidlike (W-q?/),層間では phononlike(W～qヱ)とすると,
<u2>-kTJdqzdq〟q〟･[qZ+cq:/]~1-kTJdqzJd(q/)(qz2+C(qI2/)2rlとな｡,
2次元系 と等価になります｡そこで, Bragsspotをこまかくしらべて exp で な くベ
キ乗による decay(Dysonのいう )になっていることを,初 めて示 しました｡ !更に
面白いのは, っndBraggspotにあた るところの強度は非常 に弱 く, densityは sin
KZにきわめて近いことです. - この話は, ｢どこかに publish されたばかり｣と
聞いた と思いますが,一寸見あた りません･,
(2) E.Siggia(Cornel) ｢He膜超流動 dissipation｣
ラセン状 @ の筒にHeをっけて,回砧 動 を測定u r慣性｣ と rQ一値｣ を見るo
coverageに依存 して, 1.5O-0.5uK(7)で転移が起る｡ massの方は,不連続に転移
し,dissipationは peakが見え る｡- 話は,大体簡単な Ginzburg-Landau型現象論




(31 J.Rudnick(TuftsUniv.) ｢臨界点近傍における相聞普遍 profile｣
気相一液相臨界点近 くで,密度の空間変化分 profile
p(I)- (pL-PG)f(I/E)
として考えるo fが universalfunctionであるか否かを論 じる.方法は① renormal-
izationgroup と㊥ Buffらの approach(P.R.L.15(65)621)02次元 fluctuation を
抑える重力を入れ ると.厳密には universalにはならない.が, practicalには,これ





Exp･の方 も ｢超-｣とかではなくて,当り前のことを,温度 とか散乱角度 とか,キチ
ンと制御してやった, というような話が印象に残り,これも日本と少 し違 うかなと思っ
たりしています｡
私 自身は,MOS の話 も最近は1体問題に逆戻りしていますoMOSの Si02との境
界面での scatteringの効果が, Siの bandstructureと微妙にか らんでいるという話で
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